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実験的くも膜下出血 に おける視床下部
電気刺激による圧波 の 発生
金沢大学医学部脳神経外科学教室1 主任 こ 山本信二郎教授I
見 也
く昭和60年 1 月24日 受付1
急性頭蓋内圧冗進 に お ける頭蓋内圧変動す な わ ち圧波の 出現に 対す る視床下部の関与 に つ い て研究
した
．
イ ヌ を用 い ， チ ア ミ ラ ー ル 静脈麻酔， 非動化人 工 呼吸の も と に ， 溶血 赤血球 のく も膜下腔注入 に よ
り， 実験 的く も膜下出血モ デ ル を作製 した． 頭蓋内圧くintr a cra nialpr essu re こI C Plと 全身血圧くsyste mic
blood pr es su r e こS B Pl を 8
－ 12時間連続的 に ポ リ グラ フ に 記録す る と ， I C P は徐々 に 100m m Hg 以上
まで上 昇 し動物 は死亡 した ． 種々 の時期 に視床下部を電気刺激 し， その 反 応を検索 した ． 正 常の 状態 で は，
視床下部 を刺激 して も圧 波 は生 じな い か， 生 じて も極め て小 さ い ． こ れ に 対 し， く も膜下腔に 溶血赤血球
を注入 して 二 次的に 1C P が冗進す る と， 脳血 管麻痔 に 至 らな い 段階 に お い て は， 刺激に よ り著明な圧波 を
生 じる よう に な っ た ． 刺激の 強さ を， 0． ト 0．15mA， 1 m s e cとす る と， 50－100Hz で 最大の 反応 が得 ら
れ た． 祝交叉 より乳頭体前部 の 範囲 に お い て視床下部 を刺激 し， 64 箇所 に つ い て ， そ の 刺激部位 を確認 し，
反応の 形を検索 した． 得ら れ た反応は ， 速 い 圧波， 遅 い 圧波， プ ラ トウ波， お よ び リ バ ウ ン ド波の 4種類
に 分類さ れ た． 速い 圧波は， 持続が 10秒 － 30秒で ， 王C P が S B P と同期 して上 昇す る 反応 で あり ， 視床下
部外側野 の 6箇所で得 られ た ． 遅い 圧 波 は， 持続が 30秒－3分 で ， SB P が無変化か ， S B P下降 とI C P 上
昇が 同時 に 生 じるも の で あり， 主と して 視床下部外側野 ， 灰白隆起野 の 12箇所 で 得ら れ た． プ ラ ト ウ波は
持続が 3分以上 で， S B P が無変化 か ， SB P下降とI C P 上昇が 同時に 生 じる も の で あ り， 視床下部外側野の
3箇所 で 得 られ た． リ バ ウ ン ド波は， 刺激直後 より S B P が下降 し， I C P は S B P下降に 伴 っ て
一 旦 下降す
るか 無変化で そ の 後 30秒以上 の 間上 昇す る もの で ， 主 と して視床下部背内側核近傍， Fo r el野 の 14箇所 で
得られ た． 以 上 よ り， 視床下部 は遅い 圧波， プ ラ トウ波， リ バ ウ ン ド波の発生 に 重 要な役割 をも つ が， 速
い 圧波の発生 へ の関与の程度 は比較的少な い こ とが 示唆 され た ．
Key w ords intra c ra nialpres su re， 圧波， 電気刺激 ， 視床下部外側野， 灰白隆起野
くも膜下出血急性期 に お い て 頭蓋内圧 くintr a crani－
al pr e ssu re こI C Pl を連続的 に 記録す る と， 出血直後
に 著 しく増加 した圧 が ， 一 旦 下降 して も再び増大の 傾向
を示す 1卜朝 ． この 二 次的工C P冗進 は予 後 を決定す る 最
大の 要因 で あり， 主な 原因 は脳腫脹
2川 一 射あ る い は髄液
吸 収系の 障害10ト1 2Iに よ る水 頭症 に よ る ． 急性工C P冗
進 の 初期 な い し中期 に お い て は 上 昇 し た IC Pに 重
な っ て ， 急激な王C P の変動す な わ ち圧波の 現象が み ら
れ る ． しか し， 末期 に は脳血管麻痔 の状態 とな り ， IC P
は全身血圧 くsyste micblo odpr es su re こS B Pl 依存性
と な っ て， も はや 圧波の 出現 を み ない 3川 工3卜
1引
． 圧波の
現象 は脳血管床の変化 に よ る もの で あ り 用 ， 多く の 場
A bbr eviatio ns ニC PP， C erebral pe rfu sio n
合， S BP， 呼吸， 脈拍， 瞳孔 な どの 自律機能の 変動や ，
脳波の 変化 を伴 い 浦 川 ， 麻酔剤， 殊に パ ル ビ タ ー ル 剤 に
よ っ て 抑制 され 2I 瑚， 脳幹機能， 殊に 脳血 管運動中枢の
不 安定状態 あ る い は 障害 に よ る と 考 え ら れ て い る ．
辻 川 は， イ ヌ の く も膜下脛 に 溶血赤血球 を注入 し て
工C P瓦進モ デ ル を作製 し， 延 髄の 電気刺激 を行い 圧波
発生機構 を延髄 との 関連 に お い て検索 した． 視床下部
は自律機能の 上 位中枢 で あ り下位脳幹を統合 する 部位
で あ る20 ト 24Iと共 に ， 下位脳幹よ り発す る モ ノ ア ミ ン 系
神経線維の 通路 で もある2引 ． ま た視床下部の 刺激あ る
い は破壊は脳血流や 工C Pに 影響 を与 え る2 6ト2 81． 著 者
は， 溶血 赤血 球の く も膜下腔注入 に よ る IC P克進の モ
press u r eiIC P， intra cr a nial pre ssu re三S BP，
systemic blo od press ur eニ V IP， V a S O a Ctiv eintestinalpolypeptide．
実験的く も膜下出血 に お け る視床下部刺激 に よ る圧 波
デル を用 い ， 視床下 部の 電気刺激 を行 い ， 圧 波の 再現
を試み， 圧 波発 生機構 を視床下部 との 関連 に お い て 検
索 した．
材料お よ び方法
実験 に は体重 7．2－13．3 kg の 雑種成犬 35頭 を用 い
た． ソ デ ィ ウ ム ■ チ ア ミ ラ ー ル 5m gIkg静注 に よ る麻
酔下 に 気管切開 し， 気管 チ ュ ー ブ を挿 入 し た． 股動脈
及び股静脈 を確保 し， パ ン ク ロ ニ ウ ム ブ ロ マ イ ド 1
m gノhr投与 に よ り非動化し人 工 呼吸 器 に 接続 し た． 頭
部は東大脳研式脳定位固定装置 に 固定 し た
． 生食 ない
し は乳酸 リ ン ゲ ル 液を5 mlノkgルrの 速 度で 点滴し， 保
温 パ ネ ル を用 い て ， 動物の直腸混を 37－390Cに 維持 し
た． 右頭頂部に 径約 9 m m の 穿頭孔を穿ち， 硬膜 に 圧
トラ ン ス デ ュ ー サ ー くKo nigsbe rgIn st． p3．5J を装着
し てI C P を計測 し た． S B P は股動脈 に 径 0．8 m m の
ポリ エ チ レ ン チ ュ ー ブ を挿入 し圧 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー
く日本光電 M P－4ぅ に 連 結 し測定 し た． 2台の 記録計
く東亜電波 P R－3 T， CD R12－Al を並 列 に 用 い ， 1 つ は
記録速度 を 6c mノhr に 設定し て 連続的 に ， S B P， IC P
を記録 し， 他は 2c mノmin に設定 して ， S B P，IC P， 脳
清流圧 くc e r ebralpe rfu sio n pre ssu re こC P Pl を同時
に記録 した． C P P は S B P測定用増幅器とIC P測定用
増幅器と の 間に 差動回路 をお い て記録 した． さ らに 脳
波計く日本光電 M E－82J を用 い ， S B P， I C P， C P P，
心電図， 心 拍数及 び脳波 を同時 に 記録 した． 心拍数は
脚寺JLヰ自計く日本光電 A T－601 Gぅに よ り測定 した． 脳
波は 両側頭頂部硬膜上 に 銀電極 を装着し， 不関電極 は
前頭部正 中部 に 設定 し て記録 した
．
これ らの 現象は総
て 同時に 磁気記録 くS O N Y U F R－Al し， 記録の 再生
を可能 と した ．
21 ゲ ー ジ針 を眼簡下線より視神経孔 を経 て 視交叉槽
に 留置 し， 30－50 m m Hg の 圧 に て 溶血 赤血 球 を脳底
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郡くも膜下 腔 に 注入 して ， 実験的くも膜下出血 モ デ ル
を作製 した
． 注 入物質と し ては ， イ ヌ よ り採取 した ヘ
パ リ ン 加血 液 を5000r． p■ m ． に て 10分 間遠心 し， 血
祭， 血小板な ら び に 白血 球 を取り除き， － 20
0
Cに 冷凍保
存 し， 室温 に て加温溶血さ せ た もの を用 い た
． 溶血赤
血 球注入前後 の 各時期 に お い て電気刺激を行い ， IC P，
S BP 反応 を観察 し た
． 刺激電極 に は直径100声 m の テ
フ ロ ン コ ー テ ィ ン グ タ ン グ ス テ ン線の 先端を電解研磨
し， 約200ルm 突出させ たも の 3本 を各々 の先端 が 1
m m ず つ ず れ る よう に 並 列に して 密着さ せ， シ ア ノ ア
ク リ レ ー トに て接着固定 し， 誘 導針と して 外簡径 900
声m の ス テ ン レ ス パ イ プ を用 い た． 電極刺入 通路の骨
に 径約 9m m の 穿頭孔 を穿ち， 硬膜 を切開 し， 上 述の
電極 を電極保持器に 固定 し， Lim 抑 の定位脳坐標図を
参考に して 視床下部の種々 の 部位 に 刺入 し， 頭蓋孔を
歯科用 セ メ ン トで密閉 した． 不関電極は， 頸部切開創
の 筋層内に 皿 電極を包埋 し て用 い た ． 定電流刺激装置
くW PIa n apulse stim ulator m ode1 3 01， Stim ulu s
isolatio n u nit m ode1 305－21 を用 い ， 刺激電極 を陰
性 と して 0． 卜 0．15mA， 1 m se c， 50 Hz の 矩形波 で，
5秒間の 刺激 を標準と した． 各々 の 刺激の 強度， 刺激
頻度は， オ ッ シ ロ ス コ ー プく岩通通信機 S S－57021を用
い て確認 した ． 刺激実験終了後， 刺激電極 を陰性 と し
て 0■2 m A の 直流を数秒間通電 し， 電極先端部 に 壊死
巣 を作製 した ． 実験終 了後， 直 ちに 脳を摘出 し， 血液
の 脳底部及び脳表 へ の広が り を観察 した
．
10％ホ ル マ
リ ン で 固定後 ， 連続切片を作製 し， Nissl染色 を行い ，
電極先端の 刺激部位 を確か めた
．
成 績
工 ． 血液物質注 入 に よ る自発性 fC P変動
図1 は溶血赤血球 0．13mllkgく1．4 ml110．5 kg
人後の 経過 の 一 例 を示 す ． 2時間40分後 よ りI C P基
0 1 2 3 4 5 6 7 ho u r s 8
Fig． 1－ Syste mic blo od pr es su re くS B Pl a nd intr a c ra nial pre ss u reくI C PJfollo wing sub－
a r a chn oid infu sio n of he m olys ed red blo od c ells－ T heI C Po cc asio nally sho w eda tr a n sie nt
ris e c alled as slo w w a v es a nd plate a u wa v e s． T hefo r m er ap peared fr o m2hr a nd 40min
to 4hr afte rtheinfu sio n， While thelatter ap pe a red 4hr aftertheinfu sion ．
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本圧の 上昇 に 重畳 して 圧波が頻発 し4時間後よ り工CP
は， 振幅30－ 40 m m Hg， 持続時間10
－ 30分の 著明
な 変動 をく り か え した． 6時間 20分後 に は， 平均工C P
は 90 m m Hg 以上 に 上 昇 し， こ の 時期に は王C P変動
は S B P依存性と な り， 脳血 管麻痔 の 現象 を呈 した． 溶
血赤血球注入 に よ る工C P冗進 の パ タ ー ン は ， 注入 量お
よ び動物 の 状態に よ りか な りの 変化 が ある ． 注入量が
過少 の場合はI CP に 変化 を釆 た さ ず， 過 多の 場合 は
工C P は急速 に 高 まり動物は死亡 す る． 本実験で は適量
と して 0． 卜 0．15mlノkg の 量 を用 い た． IC Pの 波状の
変動く圧掛 は， 持続， 波形な らび に S BP 変化 の パ タ
ー
ン か ら， 3種類 に 分類 され た． 速い 圧 波は， 持続が 10
－
30秒で ， 同期す る S B Pの 上 昇 を伴う ． 遅 い 圧波は， 持
続 が 30秒 － 3分， プラ トウ波は 3 分以 上 で あ り， S B P
は変化 しな い か ， あ るい は逆位相 に 下降した ． 図1 に
お い て溶血 赤血球注入後2時間40分 － 4時間 に 見 ら
れ る圧波 は， 振幅 15－ 20m m Hg， 持続1 － 3分の 遅
vl圧波で あり ，注入 後4時間 － 6時 間20分に 見 られ る
圧波は プ ラ ト ウ波で ある． こ の 例 で は速い 圧 波は 出現
しなか っ た ． 上 記3種類の圧波の 頻度は， 速い 圧波 は
35例中 10例， 遅い 圧波 は35例中 22イ札 プ ラトウ 波は
35例中 9例 で あ っ た ． 速い 圧波 は血 糖注入早期 か ら 末
期ま で み られ たが ， IC P基本圧 の上 昇に つ れ て振幅を
増 し著明 とな っ た ． 遅 い 圧波 は頻発す るに つ れ て1CP
基本圧 が冗進す る傾向を示 した． プ ラ ト ウ波は遅い 圧
波 と混在 して 生じ るか， よ り末期 に 生 じた ．
Il ．一視床下 部電気刺激 の 効果
1 ． 刺激 の パ ラ メ ー タ ー
図2 は溶血赤血球注入後 王C P が 20－30m m Hg に
上 昇 した 二 次 的工CP冗進 の初期で の 灰白隆起野 の 刺
激条件 と， S BP，I C P お よび C P Pの 変化 を示 す ． 図 2
a は， 0．1m A， 1 m s e c， 5秒間の 刺激で刺激頻度 を変
化 させ た場合の反応である． 30 Hz，50 Hz，100Hz，200
Hz， およ び 300 Hz での 刺激 で， I C P は各々 2 m m Hg，
4 m m Hg， 4 m m Hg ，3 m m Hg お よ び 1 m m Hg の
上 昇 を生 じた ． 図 2 b は同 じ部位 を 0．15m A の 強 さ
で 刺激 した場合である． 30 Hz，50 Hz，100 Hz，200 Hz，
お よ び 300 Hz の刺激 で ， I CP は各 々4 m m Hg，8 m m
Hg，7 m m Hg，4 m m Hg およ び 3 m m Hg の 上昇 を生
じた ． 図2 c は， 0．15 m A，1 m se c，50Hz の 条件 で の
刺激時間を変化させ た場合の 反 応で あ る． 5柳 乱 10
秒間， 20秒 間お よ び 30秒間の 刺激 で ，IC Pの 反 応持続
時間はい ずれ も， 60－ 70秒間で あり， 刺激時間を延長
して も，I C Pの 反 応パ タ ー ン に 変化 はみ ら れ なか っ た ．
図 3 は溶血赤血 球注入後平均王C P が 45
－ 50 m m
Hg に 上 昇 した 時期 で の 視床下部前核 の 刺激条件 と
SB P，IC P お よ び C P Pの 変化 を示 す ． 0．1 m A，1 m se c
0．1nl Alm s e c． Hz
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Fig．2． Effects ofele ctric alstim ulatio n of ar e a of
the tube r cin er eum ． Stim ulations par a m ete rs．
a 二0．1 m A，1 m s ec，30
－ 300 Hz，5se c． bニ0－15 m A，
1 m s e c， 30
－ 300 Hz， 5se c． c こ0．15 m A，1 m se c，
50 Hz，5 － 30se c． CP Pニ C erebr al pe rfu sio n
pre SS u r e．
実験的 く も膜下出血 に お け る視床下部刺激に よ る圧 波
， 5秒間の 刺激 で ， 30 Hz お よ び50 Hz で は S B Pの 一
過性 の 下降とI C Pの 上 昇 を 生 じた． 100 Hz で はI C P
が S B P と同期 し て著明 に 上 昇 す る反 応 が得 られ た
．
この 事実は刺激頻度 の 変化に よ り， 反 応 パ タ ー ンが 変
化す る も の の あ る こ と を示 す． しか し この 様な例 は 1
例の み で ， 一 般に は刺激の パ ラ メ ー タ ー に よ り反 応の
基本パ タ ー ン に 変化 を来た す こ と は な か っ た
．
一 般に
50 Hz で 最も 著明な反 応が得 られ た こ と よ り， 刺激に
は0． 卜 0．15HIA，1m s e c，50 Hz， 5秒間 を標準と し，
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Fig． 3． Effects of ele ctric alstim ulatio n ofa nte rio r
hy pothalamic n u cle u s． Stim ulatio n spa ra mete rs 二
0
．
1 m A， 1 m se c， 30
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場合 に よ り 5－30秒間で 刺激時間を変えて， 反 応の 変
化を観察し た．
2 ． 刺激 に よ る S B P，I C P 反応の 種類
血液注入前後 の 各時期に 視床下部電気刺激 を行 い
S B P， I C P， C PP 反応 を観察 した． 電気刺激 に よ る
S B P
，
IC P 反応 は次の 4種 類に 分 類され た
．
il 持続が
10－ 30秒 で 同 期 し た S B P 上昇 を 伴う 反 応 く速 い 圧
波l， iil持続 が 30秒 － 3分で， S B P が無変化か， S B P
下降と工CP 上昇が 同時に 生 じるも のく遅い 圧 波う， 図2
の 反応 は こ れ に 属す る． iiil持続が 3分以上 で， S B P
が 無変化か ， S B P下降とI C P 上昇が 同時に 生 じる も
の げ ラ トウ波圭 iマフ刺激直後 よ りS B P が約 10秒間
下降 し， I C P は S B P下降 に伴 っ て 一 旦 下 降 す る か 無
変化で そ の 後 30秒以上 の 間上 昇す る反応くリ バ ウ ン ド
波フ で あ る
．
iユ 速 い 圧 波
図 4 は溶血 赤血球 0．1 4mlノkgく1．9mlハ3－3 kgコ 注
入 に よ る S B P， IC P変動の 経過 で あ り， 図5 は血 液注
入前の Aお よび 注入 後の B － E の 各時点に お い て ， 視
床下 部外側野の 刺激 に よ る S B P，工qP 反 応を示 す ． 血
液注入前CAlに おい て は， SB Pは 7 m m Hg の 下降後
6 m m Hg 上 昇する 二 相性変化 を示 し， I C P は Im m
Hg上 昇 した． 血 液注入 1 時間半後， 基本圧 が 13m m
Bg に 上 昇し た時点く別 で は， SlヨPは二 相性に 10m m
Hg下降後 10m m Hg上 昇 し， I C P は S BP 上昇相 に
同期 して 2 m m Hg 上昇 した． 注入 2時間 40分後 の
時点くCフで も， S B P は下降お よび上 昇 の 二 相性 の 反 応
で あ り，工C P は S B P上昇相に 同期 して上 昇した ． 注入
4時間後， 基本圧 は 50 m m Eg に 上 昇し自発的に 速
い 圧 波の 頻発 を み る 時点くDうで は， 約20秒 の 持続 で
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Fig． 4． S B Pa nd I C P follo wing s ubara chn oid infu sio n of he m olysed r ed blo od c ells．
Electric alstim ulatio n s w e r e m ade t A， B， C， D a nd E， re Spe Ctiv ely．
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S B P とrC P は同期 して 各々36m m Hg お よび 12 m m
Hg上 昇 した ． 5時間後の時点くEうで は， 基本圧 は 90
m m Hg と なり ， 刺激 に よ り S B P の変化 は少な くI C P
は 6 m m Bg 上昇 して い る ． こ れ ら の反応の う ち， D
での 反応 は典型的な速い 圧波 で ある が， そ の他 は S B P
の下降と上 昇の 二 相性変化 の う ち 上昇相 に の み 同期 し
てICP が上昇す る こ とよ り， 前記 4種類 の圧 波 に は該
当しな い ．
iり 遅 い 圧波
図6 と 7 は溶血血赤球 0．1 3mlJ
l
kgく1．2 mlJ9．6 kgl
注入 に よる S B P，1C P変動の経過 と， 血液注入 4時間
後， 基本圧が 32 m m Hg に 上昇 した時期 く図6 の下
線部1 に お け る 視床下部外側 野 の 刺激 に よ る S B P，
王CP 反応 を示 す． 5秒間の 刺激 で は， S B P は変化 せず，
工C P は一 旦 下降後 10 m m Hg 上 昇 し， 持続時間は 2
分 20秒であ っ た ． 15秒間の 刺激 で は， SB P は変化せ
ず， I C P は 17m m Hg上 昇 し， 台形部は 2分 10秒持
続 した後下降 し， 全体 の持続時間 は 4分 30秒 で あっ
た
．
30秒間の刺激で は， S B P は変化 せず， IC P は 17
m m 耳g 上昇 し， 台形部は 3分持続 した 後下降し， 全
体 の 持続時間は 6分間で あ っ た ． 5秒間の 刺激で得 ら
れ た反応は遅 い 圧波である が ， 15秒 間， 30秒間の 刺激
で の 反応 はむ しろ プラ トウ波に 属す る もの で あ る． し
か し， 刺激時間の延長 に よ り遅 い 圧波 よ り プラ トウ波
へ の移行が み られ たの は， こ の 1例 の みで あ っ た ．
iiり プ ラ トウ波
図 8 と 9a は溶血赤血球 0．1 mllkg く0．8ml18．1
kgI 注入 によ る S 王P，I C P変動 の 経過 と， 血液注入 前
の A か ら注入 6時間後 の Dの 各 時点 に お ける視床下部
外側 野の 刺激 に よる S B P， 工C P 反応 を示 す ． 血液注入
前くAlお よ び注入 2時間後 の時点くBンで は， 明ら か な反
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応 は得ら れ なか っ た ． 注入 5時間後， 基本圧 が 42m m
Hg に 上 昇 した 時点くCうで は， 刺激 に よ り S B P は
一 過
性 に 6m m Hg 下降 し， それ と同期 し てI C P は 27m m
Hg 上昇 して持続 し， 6分30秒後下降 し は じめ ， 全体
の 持続時間は 10分 で あっ た ． 注入 6時間後の 時点くDl
で は， S B P は 4m m Hg 下降 し， I C P は 3m m Hg下
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Fig． 5． Effe cts of ele ctric al stim ulation of later al
hy pothala mic ar e a at A， B， C， D a nd Esho w nin
Fig4． A fa st w a v e w a sindu c ed atD， a nd aty pic al
s m allcha nge s w er indu c ed at the othe rpoints．
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Fig．6． S B Pa nd ICP fo1lo wing s uba ra chn oidinfu sio n of he m olysed red
blo od c ells－
Ele ctric al stim ulation s w e r e m ade at the lユnderlin ed stage．
実験的く も膜下出血 に お け る視床下部刺激 に よ る圧 波
牢三二 ． 丁 こ －
S S S l min．
5s ec． 1 5s e c． 30s e c■
Fig－ 7． Effe cts of ele ctric al stim ulatio n of later al hypothala mic a r e awith diffe re nt
du r atio ns， at the u nde rlin ed stage sho w nin Fig 6－ A slow wa v e w a sindu c ed by the
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Fig－ 8． S B Pa nd I C P following s ubara chn oid infu sio n of he m olys ed r ed blo od c els．
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Fig． 9． Effects ofele ctric alstim ulatio n s oftw o site s of lm mdista n c ewithin the later al hypothala mic
a re a at A， B， C a nd Dsho w nin Fig 8． a こA plate a uw a v ew a sindu c ed atC a nd a r ebou nd w a v e
atD－ bこ Sm allr ebo und w a v e s of 5m m Hg o rle ss w er eindu ced at C a nd D．
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らの反応の う ち， C での も の は プ ラ ト ウ波 で あ り， D
で の もの は リ バ ウ ン ド波で ある． 図9 b は， 図9 a の
刺激部位 よ り背外側 に 1 m m 離れ た 部位 で の 刺 激 に
よる反 応 で あ る． 図9 a と 同様 な A か ら Dの 各時点 で











てIC P は一 旦 下降 し， リ バ ウ ン ド状 に 4－5 m m Hg
上 昇す る 反応 を来す の み で あ っ た ．
i可 リ バ ウ ン ド波
図 10 と11は 溶 血 赤 血球 0．14mlkg く1．4 ml10
kgl 注入 に よる S B P，IC P変動の 経過 と， 血液注入 前
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Fig． 10． S B Pa nd I C P follo wing s uba r a chn oid infu sio n of he m olys ed red blo od c e11s■
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Fig． 11． Effe cts of ele ctricalstim ulatio n ofthe Fo rel
，
sfieldat A， B， C， D a nd E， Sho w nin
Fig lO． Rebo u nd w av e s w e reindu c ed atC a nd D．
実験的く も膜下出血 に お ける視床下部刺激に よ る圧 波
の A か ら注入 4 時間後 の Eの 各時点 に お け る Fo r el野
の刺激 に よ る S B P，I C P反 応を示 す ． 血液注入 3時間
後， 基本圧 が 50m m Hg に 上 昇 した時点くCJよ り，I C P
の リ バ ウ ン ド状上 昇が生 じる よう に な り， 3時間半後
のユで は， 王C Pの リ バ ウ ン ド状上 昇は 17m m Hg， 持
Fig．12．
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統時間 は 4分間と な っ た
． 脳血 管麻痔 に 至 っ た 時点
くElで は， IC P はS B Pに 同期し て 上昇す るの み と な っ
た ．
IIl． 刺激部位の 局在












Distributio n ofstim ulated pointsin the hypoth ala m u sfr o m18to23m m r ostralく即
to e xte rn al a udito ry m e atus． T he fo1lo wing symboIs repr e se ntこ ． ， n O reSpO n S eニ ゆ， 4
fa st w av e s o v e r5 m m Hg ニ0，2 fa st w a v es of5 m m Hg o rles sニ 増 ，7slo w wa v es ov er5
m m Hgニロ ， 5slo w w a v e s of 5m m Hg o rles sニ 貪 ，3plate a u w a v esニ A ，9rebou nd w a v e s
O V e r5 m m Hg トム ， 5r ebo u nd w a v es of 5m m Hg orle ssi春，16 aty pic alcha nge sof5 m m
Hg o rle ss．
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つ き ， 圧 波の パ タ ー ン と その 局在 を示 す．
速い 圧 波 は2頭 6箇所， 視床下部外側野 で 得ら れ た．
遅い 圧波 は8 頭12箇所で 得 られ ， こ の う ち 9箇所 は
視床下部外側野 と その 近傍， 灰白隆起 野 ， 他 は視床下
核 ， 視床下部背内側核近傍， 室傍核近傍で あ っ た ．
プ ラ ト ウ波は 2頭 3箇所， 視床下部外側野 で 得 られ
た．
リバ ウ ン ド波 は 6頭 9箇所， 主と して 視床下部背内
側核と そ の 近傍 ， Fo r el野 で 得ら れ た．
ただ し， 同 一 実験例の 同 一 部位 の 刺激 で ， 時期に よ
り， 遅い 圧 波と リ バ ウ ン ド波， プ ラ トウ 波と リ バ ウ ン
ド波が 生 じた例 が あり， 前者 は遅い 圧波に ， 後者は プ
ラ トウ波の生 じた 部位 と して記載 した ． 図7 に 示 した ，
刺激時間の延長 に よ り プ ラ トウ波 を生 じた 1例 も， プ
ラ トウ波の 部位 に 含め た． IC P の変化が 5 m m Hg 以
下の 小 さい 反応 で， S B P が二 相性ある い は三 相性 の 変
化 を生 じ， 工C Pが SB P と同期 し て 変化す る 非定型的
な反応が 16箇所で得 られ， こ れ ら は前述 の 4 種頬の 圧
波の分類 に 該当せず， 別個 に 区別 した ． 反応 を得る こ
と がで き な か っ た 部位が ， 13箇所あ っ た ．
考 察
脳動脈瘡破裂 に よる く も膜下出血に お い て ， 最初 の
出血 の 段階 を耐え たも の で は， I C P は血腫の 形成す る
場合 を除け ば， 一 旦 は下降す る． しか し， そ の 数時間
後 よ り再び著 しい 1 C P冗進 を き た し11， 数日 間持続 す
る31
．
この 時期に 工C P を観察す る と， 基本圧に 重 畳す る
急激 な圧変動す な わ ち圧 波が み られ る． 圧波は
一 般 に
工C P基本圧が高い 程著明 で ある が， 正 常圧 に 近 い 場合
で も 出現 しう る2糊
仙 8い 81
．
こ れ と 輯似 の現象 を実験的 に
イ ヌ の くも膜下腔 に 血 液成分を注入 す る こ と に よ っ て
作 る こ とが で き る2I5ト 机 813 0l． M cQu e e nら 川 はイ ヌ の
く も膜下腔 に 自家血 を注入 した 場合， 常 に I C P元進 を
き たす の に は 8ml 以上 を要 し， その 本態 は血 球の 被膜
成分す な わ ち red blo od ce11gho st によ る髄液吸収系
の 閉塞 で ある と した． しか し実際 に は， イ ヌ の く も膜
下膿 に 8 － 10mlの 血 液 を注入 して も ， 定常 的に 王C P
冗進竜 デ ル を つ く る こ と は困難 で あ る． 藤井
31さは上 述
の 量の 血 球 を フ ラ ン 器 に 保 存 し， 軽度 に 溶血 した物
質 の注入 が定常的に I C P を克進 させ ， 赤血 球由来物質
の 分解過程 の 進ん だ もの ほ ど， 著 し い 1 CP克進 をき た
す こ と を主 張した ． 辻 畑 は ヘ パ リ ン 加血液 を遠心 し， 上
澄を除去 して， 赤血球成分 を 一 旦 － 20
0
Cに て 冷凍 し，
常温で 加温す る こ と に よ り溶血 さ せ た物質 を用 い ， そ
の 1．5 － 3 ml を くも膜下腔 に 注入 す る こ と に よ り定
常的 に 工CP 冗進モ デ ル を つ く り， 工CP 冗進 に 寄与 した
の は， 血色素な ら び に 一 部血 球被膜と考え た． 本研究
見
で は， 辻の 方法 に 従 っ て 溶血 赤血 球 を作製 し， 0．1 －
0．15mlノkg と 比較的少量 を 用 い る こ と に よ り， 刺激実
験 に は 不 適当な急激 な 二 次的工C P克進が 生 じ るの を
避 け た．
Lu ndberg
3 2Iは 脳腫瘍症例 の I C Pを持続的 に 測定 し
て ， そ の 結果よ り ， I C P変動 を3 つ に 分類 し， A， B
お よ び C 波と呼ん だ ． A波 は台形 を な して 急激 に 50－
100m m Hg上 昇 し， そ の ま ま 5 － 20分持続し て急降
下す る も の で あ り， そ の形か ら プラ トウ波と 呼ばれ ，
B波 は律動的 に 毎分0．5 － 2回， C 波は 4 － 8 回の 頻
度 で出現す る も の で ある ． プ ラ ト ウ波の 出現 に 伴い ，
患者 は し ば しば頭痛， 嘔 気 を訴 え， 顔 面が 発赤 し， ま
た 意識 レ ベ ル の 低下， 除脳硬直様の筋緊張 ， 伸展発作
をき た し， また こ の 波 は減圧 剤の投与ある い は髄液採
取 に よ る 減圧操作 に よ り 消失 す る ． B 波 は C hyne－
Stoke s型呼 吸 異常 と， 更 に C 波 は Tr a ube－ Hering．
M eyer 型の 血 圧 変動 と同期 す るも の で ， それ ぞ れ脳幹
障害 に よる 呼吸や S B Pの 病態 を介 して IC Pに 反 映 す
る も の で ある と さ れた ．
Lang
．fittら151は， サ ル に 硬膜外 バ ル ー ン を 用 い て
工C P を徐 々 に 上 げ ， あ る限界 を越 える と ， 次に 圧 を下
げて も， 工CP は再び 自発的 に 上 昇し， それ と平行 して
S BP の 上 昇 を伴 う の を観察 し， こ れ を pr e ss u r e w a v e
く圧波1 と称 した． こ の 時期 に は ， 自発的間歓的に ，
I C P と S BP は同期 し て上 昇 し， こ れ は脳 幹の 機能不
全 に よ る 卜脳血管運動の 不安定状態J に 由来す る もの
と し た． 更 に IC P を上げると も は や S B P 上昇反応 は
起 こ ら な く なり ， これ を脳血管麻痛が起 こ っ た もの と
解 した．
山本 ら3 3Iは， イ ヌ の く も膜下膿に 血 液物質 を注 入 す
る こ と に よ り作製 した 急性工C P元進の 実験 に お い て
持続が 10－30秒 の 速 い 圧 波 と 30秒－3分の 遅い 圧 波
を観察 し， こ れが 散発す る 時に は ス パ イ ク 様の 形を呈
し， 群発す る 時に は律動波様 と な り， 前者 は同期する
S B Pの 上 昇を伴 い ， 後者は反 対に SB Pの 下 降 を伴 う
と した． 藤井3 りは遅い 圧 波に は S B Pの 下 降を伴う も の
の ほ か に S B Pに 変化 を来さ な い も の を観察 した ． 辻
1 9－
は ， 持続が 3－10分の もの をプ ラ ト ウ波と よ び， S B P
は変化 しな い か ， あ る い は逆位相に 下 降す る と し た．
本研究で は ， 持続が 10分以 上 の も の も あ り， こ れ を プ
ラ ト ウ波に 含め た．
山本 ら3 3Iは臨床例な ら び に イ ヌ を用 い た 実験よ り，
遅 い 圧波 は， 1C P克進の 初期あ る い は症状 が未だ 軽い
時期 に 出現 し， 速い 圧 波は症状が重 篤な状態に 出現 し，
プ ラ トウ 波 は急性期に は 出現 しな い と した ． 辻1 射は ， 速
い 圧波は初期 よ り末期ま で通 して み られ るの に 対 し，
遅い 圧波は初期 に は低振幅 で ある が ， 徐々 に その 振幅
実験的く も膜下出血に お け る視床下部刺激 に よ る圧 波
と持続時間を増 して ， プ ラ トウ波に 近似す る よ う に な
る こ と を観察 し， 遅 い 圧 波は プラ トウ波の 前駆波 と考
え た． Lu ndberg
3 4りま， プ ラ トウ波の 持続時間， 振幅の
増加と間隔の 減少 は持続性高I C P状態 へ の 前兆 で あ
ると した． 本研究に お い て も図 1 で 示 し た例 の よう に ，
工C P 基本圧 の 上 昇に した が っ て遅 い 圧 波の 群発か ら プ
ラ トウ波の 群発 へ 移行 し， さ らに 持続性高工C P状態あ
るい は脳血 管麻痔 へ の 移行す る もの が み ら れ た．
本研究 で は視床下部電気刺激の ため の 電極 は， 先端
の 位置が 軸方向に 1 m m 間隔と な る よ う に 3 本密着
させ た もの を刺入 し， 頭蓋を水密に 保 つ よ う電極 を固
定 した た め， 刺激 しう る 部位 は同 一 動物 で 3 － 6箇所
に 限られ た ． Ra nck3 51は単極電 極 を用 い 0． ト 0．2 m A，
0．2 m se cの 刺激 の 有効範囲は， 1 － 2 m m で あ る と
した
．
Co mte3 6Jは直径 0．1 p O．2m m の 電極 を使用 し
0．1 m A での 単極刺激 の有効範囲 は 0．5 － 0．8m m で
あり， 0－1 m A 増す ご と に 0．5 m m 広が る と した
． 本研
究で用 い た刺激の 強さ は， 0． 卜 0．15m A， 1 m se c，50
Hz で あ り， 有効刺激 の 範囲は明ら か で は な い が， 1
m m 離れ た 部位 で 異な っ た反応 を得た．
Ha reら3 7Jは， 視床下部電気刺激の 刺激頻度と， S B P
，呼吸数 な ど自律機能の 反応 パ タ ー ン との 関係を調 べ ，
同 一 部位 で の 同 一 刺激強度 での 刺激 で も刺激頻度 を変
化させ る こ と に よ り全く反対の 反応が得ら れ る こと が
ある と報告 した． 本研究で も， 1例 に お い て の み視床
下部前核の 刺激 で ， 3 0 Hz， 50 Hz で の 反 応 と 100 Hz
で の 反 応が 異な るも の が あ っ た が， 一 般に は， 刺激の
パ ラ メ ー タ ー に より反 応 の 基 本パ タ ー ン に 変化 を来す
こ と はな か っ た
．
視床下部 の 全身血 管運動中枢 と して の 役割 に 関す る
報告は多い ． Kabat ら20鳩 視床下部外側野 の 刺激 に
て S B P 上昇 を認め ， そ の 下 行路は 傍脳室線推の 背側
部を通 っ て 中心 灰白質 に 至 る と した． M ago u n21恨 ， 視
床下郡 か らの 下行路 は視床下部外側野 に 発 し， 中脳中
心灰自質及 び中脳被蓋 ， 橋被蓋 を通 り延 髄外側網様体
に 至 る と した ． Ka rplusら
221は 視床下 部腹側面 で の 刺
激で ， 身体各所 へ の 交感神経が興 奮 し， S B P 上昇が 起
こ る と 主張 した
．
Ra n so nら2 3，は視床下 部の 刺激 に よ
り S B P上 昇 と と も に 瞳 孔 の 散大， 立 毛 お よ び銃 の 発
汗が生 ず る こ と を観察し た
．
Elia ss o n2隼は， 視床下部の
電気刺激で 骨格筋の 血 管拡張が起 こ る事 を観察 し， 視
床下 郡か ら 中脳 を経 て ， 延髄さ ら に 交感神経系 を介す
る全身の v a s odilato rtr a ct を推定し， 視床下 部 は上位
中枢と し て下 位脳幹 に 対 し統合す る 働き を有す る と述
べ た
．
正常 の 動物で は視床下部を刺激 して も， 圧 波は生 じ
ない か ， ある い は極 め て 小さ い ． こ れ に 対 し， 血 液物
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質をく も膜下脛に 注入 し， 3 － 5時間後頃よ り刺激に
よ り圧波 を生 じ， 1 C P完進が進 む に したが っ て 大き な
反 応が得 られ た． 1C P冗進の 状態で は脳幹の 血 管運動
中枢の 不 安定ある い は障害さ れた 状態と な り， 刺激 に
よ る反 応が助長さ れ る こ と の ほ か に ， 頭蓋腱の 圧 ． 容
積関係 に よ り， わ ずか の 血液量 の 変化もICP に 著明な
影響 を与え る様 に な っ た た めと も 考えられ る
． しか し
工C P 反応を得 るた め に は脳血管運動機能が残存 し てい
る こ とが必 要 で あ り， こ れ を失っ た脳血 管麻痔の状態
に 至 る と， 工CP の 変動は S B P依存性と な る
．
刺激に よ り誘発 され た圧 波は 4 種類に 分類さ れ た．
速 い圧 波はま れ に 2頭6箇所 で の み 視床下部外側野 の
刺激で 得 られ た
． 辻19は ， 延髄 を刺激 し 24 箇所 で速 い
圧 波を得て お り， それ ら は延髄外側網様体 に 広範囲に
散在す る と した． 視床下部と延髄の 刺激に よ る速 い 圧
波出現頻度の 差 は， 速 い 圧 波の 発現に は視床下部 より
も延 髄の 方が よ り深く関与 してい る こ と を示 す と推定
さ れる ．
本研究に お ける視床下部電気刺激で は， 広範 な部位
で S B P が下降 しI C P は一 旦下降 する か 無変化で ，．そ
の 後 リ バ ウ ン ド状 に 上 昇 す る リ バ ウ ン ド波が み ら れ
た
． 視床下部外側野 ， 灰白隆起 野の 刺激で は リバ ウン
ド波と共 に ， ICP が 上昇 し， S B P は逆位相に 下 降す る
か 変化を来さ な い 遅い 圧波， あ るい は プラ ト ウ波が生
じた
．
リ バ ウ ン ド波 は刺激に よ り生 じた S B P の一 過
性の 下 降に よ り脳血 管床が 二 次的に 拡大し， 工C P が上
昇 す る反応 で ある 可能性も否定で き ない
．
こ れ に 対 し，
遅 い 圧 波と プ ラ ト ウ波の S B P と IC Pの 関係 は， 刺激
に よ り脳血 管が 全身血管と同時 に拡張し たか ， ま た は
脳血 管が 全 身血 管 と は別個 に 拡張 し た こ と を示 唆 す
る
．
Ko nto sら3 8Iは切 断 した迷走神経の 末棺端 を刺激 し
て生 じ た S B Pの 下 降に 対 し， 3仙7秒後に 軟膜血管




刺激 に よ り S B Pが下 降 す る に も か か わ らず， 脳血 流
が増加す るの は， 脳血 管の auto regulatio nに よる も の
で は な く， Prim a ry v as odilatation に よる もの で あ る
と した
．
Nakaiら40，はノJl脳室頂核を刺激し て， 局 所 の
代謝率の 増加な く脳血 流の 増加が み られ る こ と よ り，
こ の 脳血 流の 増加は脳血管の prim a ry v a s odilatation
に よる と し た
．
視床下部 と その 周辺 部の 刺激に よ り， S B P が二 相性
あ る い は三 相性の 変化 を生 じ， IC P は S B Pに 同期 し
て変化す る反 応が得 られ た． こ れ らの 反 応は主と して
二 次的IC P元進の 初期に み られ た こ と や， ICP の 変化
が 5 m m Hg 以下 と小 さ い 反応 で ある こ と よ り， 脳血
管緊張が 比 較的保た れ た状態 で の S B Pの 変化 に 対 す
る二 次的な IC P変動と理 解さ れ， 圧 波とは別個の も の
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と して区別 した ．
脳血 管の神経支配 に 関す る知見 に は 数多 くの も の が
ある． カ チア
ー ル ア ミ ン 螢光法 に よ ると， 脳底部大径
動脈に は ddrFn e rgicfiberが 高密鼠 網目状 に 分布 し，
この種の 神経終末は内頸動脈系に 最 も密度 が高 い ． こ
の神経終末は細動脈の管径が小 と な る に従 っ て密度は
低下す るが ， 15－ 20ノJm の 軟膜小動脈 に も存在 し， 外
膜 の 中膜隣接部 に 高 い 密度 を も っ て 分布 す る 相 42I
Nielsenら
4 2Iは，上 頸神経節切除に よ り これ ら脳動脈の
螢光が消失し， 頸部交感神経由来 で あ る こ と を証明 し
た． Falck ら欄 は， 大脳皮質 か ら起 こ る ア ド レ ナ リ ン含
有線推が実質内の小血管に 附著 し 一 部の 線維 は軟膜動
脈壁 の 線経 と吻合 して い る こ と を 認 め ， Ha rtm a n n
ら叫 は脳内神経細胞か ら起 こ る線継 が脳実質内血管に
終わ る こ と を免疫組織学的に 証明 した． Edviss on ら4 51
は青斑 核な どか ら起 こ っ た ア ド レ ナ リ ン 性線維 が脳実
質内の 小 血管に 終わ り， そ の 螢光 は頸部交感神経切除
に よ っ て も 消失 し な い こ と を認 め て い る ． Re n n els
ら4 61は視 床下部や蛸牛核な どの 毛細血管に ア ド レ ナ リ
ン性 と コ リ ン 性の 終末が シ ナ プ ス を作 っ て い る こ と を
電顕的に 証明 して い る． Sw a n s o nら4 71は上 頸神経節摘
出5－hydr o xy－dopa min e処置 rat視床下部 に お い て毛
細血管 へ の 中枢性モ ノア ミ ン神経支配の 電顕像 を示 し
た
．
脳幹部に は モ ノ ア ミ ン を 含 む 10群の細胞群が あ
る こ と が証明 さ れ て い る4 8卜 S Ol． Unger stedt ら2 51は脳
幹に 存在す る細胞群 か らの線推 は上 行性 に視床下部に
達 し， 視床下部外側野 を通 る と した ． La rs s o nら
5りは脳
血 管 に 沿 っ て v asoa ctiv e intestin al poly peptide
くV 工Pうを含有す る神経線維が走行 して お り， 脳血管の
拡張 を起 こ させ る こ と ， 視床下部に V IP含有細胞 が存
在す る こ と を証明 した5 2I．
LeBe a uら
5 31はイ ヌ の 中脳 の 切断に よ り 急速 な血 管
拡張 に よ る脳腫脹 の生ずる の を観察 し， こ の 腫脹は延
髄 一 橋 一 視床下部経路 の 遮断に よ る神経性の も の と
し， O br ador ら瑚 は第工Y脳室底 の損傷 に よ る脳腫 脹に
は， 血管床の拡張と とも に ， 脳浮腫 も発生す る こ と を
認め た． La ngfittら 瑚 は猿 の橋天 蓋部及 び第IV脳室底
を刺激 して ， S B P と は無関係に 頸動脈血流の 増加す る
こ と をみ た ． M oln急r ら
5引は延髄 を刺激 して脳血 流の
減少 をみ， 脳血管も pre ss o r m e cha nis m の 一 部に 参加
して い る こ と， この 減少が 頸部交感神経 を切断 して も
変化 しな い こ と か ら延髄 の 血 管運動中枢 か ら脳血 管 へ
の直接的な神経支配があ る も の と 推定 し た． M eyer
ら5 6I， Stoic aら
5 71は脳幹網様体 の 電気刺激 で ， 脳血 流
が著 し く増加す る こ と を示 した ． Raichle ら5 8Iは青斑
核 の刺激に よ り脳血液量の減少 と毛細血管 の透過性 の
冗進 を認め た． 辻川 は延髄外側網様体の刺激 に よ り遅
見
い 圧 波， プラ トウ波 を誘発 し， 孤 束核近傍 に て リ バ ウ
ン ド波 を誘発 した． こ れ ら の事実は下位脳幹 に お ける
脳血管緊張維持 に 関与 す る 中枢の部位 を示 唆 し て い
る
．
Sta v r aky
瑚 は ， 視床下 部背側部ある い は後部の刺激
に よ り， S B Pの 上昇 およ び軟膜動脈の 収縮 を み ， 灰白
隆起 の 腹側部， 腹外側部の 刺激 に よ り， SlヨPの 下降お
よ び軟膜動脈の 拡張 をみ た ． Ishii27Jは猿の 視床下部背
内側核 の破壊 に よ り， S B P， 呼吸 に 変 化 を 来さ ず に
1 C P が上昇す るの を観察 した． 林郎は， 圧 波出現時に お
ける脳波を記録 し， 遅 い 圧波出現時 に は 皮質脳波と と
も に視 床下部， 海馬 を中心 に発作波が み ら れ ， 速い 圧
波出現時 に は橋網様体 に 発作波 が み られ る と して い
る ． 宗本 郷 は1 C P冗進の準備段階に て視床下部を刺激
し， 遅い 圧波に 類似す る圧 変動 をみ た． 本研 究に お い
て， 遅い 圧波， プ ラ トウ波が 生 じた 部位 は， 主 と して
視床下部外側野 ， 灰白隆起野 であ っ た ． これ は， こ れ
ら の部位も脳血管緊張維持に 直接関与す る 中枢で ある
か ， ある い は下位脳幹の中枢 に 対す る上位中枢と し て
関与 して い る こ と を 示唆す る ．
刺激 時間を延長す る こ とに よ り， 遅い 圧波 の持続時
間が遷延 しプ ラ トウ 波が 生 じた例 の あ る こ と よ り， 両
圧波の本態 は類似 して お り， 脳血 管緊張維持 に 関与す
る部位の興奮持続時間の 差異が ， 両圧 波の 持続時間の
差異 とな っ て現 われ る 可能性 を示唆 す る．
結 論
1 ． イ ヌ の く も膜下腔 へ 溶血 赤血球 を 注入 して 生 じ
るICP 冗進状態に お い て ， 基 本圧 に 重畳 し て出現する
圧変動 く圧波う の出現機序を検索 した ．
2 ． I C P冗進の初期 あ るい は 中期 で の 視床下部の 刺
激に よ り， 持続 が 10 － 3 0秒で S B P が同期 して 上 昇す
る速い 圧 波， 持続が 30秒 － 3分 で SB Pが無変化か あ
るい は下降 す る遅い 圧波， 持続が 3 分 以 上 で S B P が
無変化か ある い は下降す る プ ラ トウ波， S B P と同期 し
て下降 す る か 無 変化 で そ の 後 30秒 以 上 上 昇す る リ バ
ウ ン ド波の 4 種類の 圧波が生 じた ．
3 ． 速い 圧 波は まれ に 視床下 部外側 野， 遅い 圧波，
プ ラ トウ波は 主 と し て 視床下部外側野， 灰白隆起野 ，
リ バ ウ ン ド 波 は主 と し て 視床下郡背内側核 と近傍，
Fo r el野 の 刺激 で誘発さ れ た ．
4 ． 刺激の 延長に よ り遅い 圧波の 持続時間が遷延し
プ ラ トウ波 に 移行 した例が あ っ た ．
以 上 の 結果 より ， 視床下部外側野 ， 灰自隆起野 が遅
い 圧波， プ ラ ト ウ波の 発生 に 関与 し， 視床下部の 速い
圧波 へ の 関与 は比較的少 なく ， ま た遅 い 圧 波と プラ ト
ウ波の本態 は類似す る も の で ある こ とが 示 唆され た ．
実験的く も膜下出血 に お ける視床下部刺激に よ る圧 波
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Abstra ct
To in v estigate neu r oge nic m e cha nis m， t he sites indu cing pr e ss u r e w a v e sin t he intr a cr a nial
Pr eS S u reくI C PI w e re e xplo r ed by m e a n s ofele ctric alstim ulatio nto the hy pothala m u s of the dogs
in which s ubar a chn oid he m o r rhage had e xperim e ntally be e n m ade． T he a nim als w er e slightly
a n e sthetiz ed
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im m obiliz ed a nd a rtific a11y r e spir ated． A ftersuba ra chn oid infu sio n of he m olysed
r ed blo od c ells
，
Sim ultane ou s r e c o rdings of I C Pa nd syste mic b lood press u reくS B PJ w e r e m ade
C O ntin u o u sly fo r8－1 2 hr． T he ICPin cr e a s ed gr adu ally to l OO m mHg o rm o rew hich re s ulted in
de ath of the dogs， Du ring the abo v eperiod， Pre SS u r e W a V eS W e reindu c ed by electric alstim u－
1atio n to the hy pot halam u s． T he pr e ss u r e w a v e s obse r v ed， W er e Clas sified into fo u rty pe s三fa st，
Slo w
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W hile pate a u w a v e shad a du ration of3 min o r
m o r e． T he se w a v e s w e re a ss o ci ted with a de cr e a s e o rlittle cha ngein t heS B Pa nd w e reindu ced
by stim ulatio n of thelate r al hy potha mic a rea or a re a ofthetube r cin er e um ． Rebo u nd w a v eshad
a du r atio n of 3 0s e c o r m o re
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follo wing a te mpor ary dec reas e of S B P． T hey w e r eindu c ed by




Sug geSted fr o m these data that the hypothala m u sis co n c e r n ed withthe o c c u rre n c e of slow ，
Plate a u a nd rebo u nd w aves， but les s c o n c e rn ed wi t h t hat of fa st w a v es．
